
■ 対　象
●部下を持つ管理職の方
●企業のハラスメント対策等をご担当の方
●ハラスメント防止活動が形骸化している企業の方
●ハラスメントへの感度を上げたい方
●退職者が続出している企業の方

■ おすすめポイント
●他社参加者との交流から多様な考えに触れ、様々な気づきを得ることができます。
●ハラスメント問題は、おひとりでは進めにくいこともあるかもしれませんので、

複数名でのご参加もお勧めします。

■ ねらい
ハラスメントは、形があるものではないため、自分では気づかず当事者となって

いることがあり得ます。また、管理職になると、業務命令の範疇か「否か」の判断に
悩むこともあるのではないでしょうか。そんなつもりではなくとも、受け手側の感じ
方によっては、ハラスメントと捉えられることもあり得ます。

そこで、本セミナーは、ハラスメントの基礎知識を踏まえつつ、産業保健師とし
て経験豊富な講師が、「加害者と被害者両方の目線でのハラスメント」に関する実際
の事例を紹介し、それを踏まえたうえで未然防止の方法を学びます。
「職場のトラブルを未然に・自然に防ぐ」「“危ない”ことを察知できる」「信頼関係

のある職場にする」ために、このセミナーで内容を習得しましょう。

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

2024年10月18日（金）※オンライン
2025年  2月  7日（金）※会場（東京）

62,700円／ 1名
74,800円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

■ 参加料（税込）

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

■定　員 20名

産業保健師の豊富な実事例で学ぶ！

■ヒューマンスキル 　～加害者・被害者両方の視点を知り、振り返る～
ハラスメント未然防止セミナー

26 1日 JMA152391 検 索

事前診断

■定　員 30名

自身の怒りのパターンがわかる「アンガーマネジメントWEB診断」付き！

■ヒューマンスキル 　上司⇔部下への接し方が変わる

「アンガーマネジメント」セミナー
25 1日 JMA100178 検 索

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

１日
10:00

時間

16:30

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

62,700円／ 1名
74,800円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

1. ハラスメントの基礎知識
（1） 職場でのハラスメントの基本
（2） ハラスメントの判断基準
（3） 誰もが当事者になる

～どこまでが許容範囲か？

2. ハラスメントの事例

（1） パワーハラスメントの事例
（2） セクシュアルハラスメントの事例
（3） マタニティハラスメントの事例
（4） モラルハラスメントの事例
■演 習　事例を話し合う

（感じたこと・経験の共有）

3. 未然防止
被害者も加害者も守るために

■ 参加料（税込）

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

2024年  7月18日（木）※オンライン
2024年11月14日（木）※オンライン
2025年  1月30日（木）※オンライン

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

●上司、同僚、部下との感情による不要な軋轢や衝突を避けたい方
●感情的な判断によって社内外の信頼を失いたくない方
●関係性を気にして、うまく叱ることができずに悩まれている方

※このコースはご自身の治療を目的としてはおりません。
　現在、精神科・心療内科等で治療を受けていらっしゃる方は、ご遠慮ください。

■ 対　象

各種検索サイトで
セミナーID

各種検索サイトで
セミナーID

【 ここに注目！】
産業保健師である講師が、加害者・被害者両方の目線で豊富な実事例を
用いて解説！

“前に踏み出す力”強化編

■社会人基礎力 　若手・中堅社員のための

【社会人基礎力】強化セミナー
28 2日間

■定　員 30名

JMA151332 検 索

9:30

時間

17:00

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

108,900円／ 1名
121,000円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

1. 若手・中堅社員として押さえるべき環境変化
（1） 社会～業界～当社～担当領域～担当業務
（2）「人生100年時代」に必要な「社会人基礎力」とは
（3） 自己の「社会人基礎力」セルフチェック

～これまでの社会人生活の振り返りと強化すべき行動習慣・能力の発見
■「社会人基礎力」セルフチェック　相互インタビュー

2. なぜ、「主体性」を高めることが求められるのか
（1） 「主体性」を発揮する要素
（2） 「主体性」を高める「問題意識」の重要性
（3） 問題認識のレベルの違いを振り返る　
（4） 問題を分割する、深堀する、改善意識とスキルが「主体性」を高める
■ワークショップ　ケース討議：主体性発揮場面
■ワークショップ　相互インタビュー：主体性発揮のTPO

２日目
9:30

時間

17:00

3. なぜ、「働きかけ力」が必要なのか
（1） 組織、チームの構造と機能を再認識する
（2） 「働きかけ力」を高める「意識・日常業務」の重要性
（3） コミュケーションと論理性が「働きかけ力」を高める
■ワークショップ　ケース討議：ステークホルダーへの働きかけ
■ワークショップ　ロールプレイ：上司への依頼・説得

4. 「実行力」を強化するPDCAの原則
（1） PDCAの前提として必要な2つのW（Why & What)
（2） PDCAを階層化し、マイルストーンでゴールを定義する
（3） 「主体性」と「働きかけ力」で「実行力」を高め成果を創出する
■ワークショップ　ケース討議：目標・計画設定

5. 近未来を見据えた明日からの行動計画を具現化する
『業務面・自己啓発面から考察する行動計画』
■ワークショップ　個人ワーク：行動計画の策定
■ワークショップ　相互インタビュー：コミットメント

■ 総括質疑・応答

１日目

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

2024年  6月  6日（木）～  7日（金）※オンライン
2024年10月22日（火）～23日（水）※オンライン
2025年  2月13日（木）～14日（金）※オンライン

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

●チームリーダーとして、メンバーを巻き込み成果を挙げることが期待される方
●任された仕事は充分こなせるが、自分発信で仕事を創り出すことを求められる方
●次期リーダー候補として、仕事の仕方をどう変えていけばいいか知りたい方

■ 対　象

■ 参加料（税込）

各種検索サイトで
セミナーID

現代の会社員の9割以上がビジネスの場で「怒り」※を感じたことがあると言われて
います。自身の「怒り」の感情をうまくコントロールできないと、ビジネスに直結した
影響が出ることになります。

■ ねらい

本セミナーでは、下記2点を習得することをねらいとします。
① 感情に振り回されて、正しい判断を欠くことのないよう、「怒り」の発生メカニズ

ムを科学的に理解し、対処するテクニックを習得する。
② 「怒り」をマネジメントをすることが、良好な対人関係を築き、周囲とのコミュ

ニケーションを円滑にし、チームの生産性向上につながることを理解する。
(※一般社団法人日本アンガーマネジメント協会調べ)

経済産業省が定義した「社会人基礎力“前に踏み出す力”」において、期待される
若手・中堅社員、チームリーダーに求められるのは、下記の3つの力です。

★問題・課題に対して当事者として真摯に向き合う「主体性」
★メンバーや関係者と協働する「働きかけ力」
★成果を出すためのPDCAを徹底する「実行力」

本研修では以下の視点から若手・中堅社員の「前に踏む出す力」を鍛錬します。

■ 研修の特色

◆JMAが開発した「社会人基礎力チェックリスト」で、自分自身の
社会人基礎力12の能力要素の強みと弱みを可視化する

◆「主体性」「働きかけ力」「実行力」
職場で求められる使命と役割を可視化、再認識する

◆自分自身の将来像を描くとともに、今後3ヶ月～1年の「前に踏み
出す力」のアクションプランを作成・相互交流、コミットする

相手のタイプに応じた指示はできていますか？

■対 話・部下育成 　部下の自律性を引き出す
伝え方、教え方基本セミナー

27 2日間

■定　員 30名

JMA151333 検 索

9:30

時間

17:00

1. 指示が実行されない伝え方の不備を知る
•部下との会話の現状を把握し、その背景を考える
•部下の遂行能力を正しく把握し、伝え方を工夫する

2. 話を「聴く」ことの重要性　■演習
•部下の話を「聴く」とは
•聴いてみないとわからないこと

3. 指示を出す基本姿勢
•部下に聴く耳を持たせるには
•自分一人で抱え込ませないための関係づくり

4. 相手のタイプに応じた指示の出し方
•行動力はあるが、周りが見えないタイプ
•お調子者で、ポカミスが多いタイプ　　•慎重で、一人でこもるタイプ
•受身で、消極的タイプ　　•ベテランで、年上の部下

5. 教え方を学ぶ　■演習
•教えたことを相手に受け取ってもらうには
•教えたことが行動に移されるには

２日目
9:30

時間

17:00

1. 「約束」によって、行動を促す
•部下に「約束させる」スキル

2. 部下が学習・成長するプロセス
•振り返り、話させる　　•しっかりとフィードバックする
•積極的にチャレンジさせる

3. 部下が自律的に行動するために
•外発的動機と内発的動機
•対話の中で、意欲を上げる方法

4. 相手のタイプに応じた指示の出し方　■演習　【まとめ】
•2日間で学んだスキルを活かし、ケース別の対応を考える
•自分の業務における対応をグループで共有

5. まとめ
•部下の動かし方、〈虎の巻〉を作成する

１日目

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

2024年10月22日（火）～23日（水）※オンライン

■ 参加料（税込）

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

108,900円／ 1名
121,000円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）■ 参加のメリット
□ 指示の意図をしっかり伝える方法が身につく！

2日間のワークを通して、指示のい・ろ・はを徹底的に学びます。
□ 部下・メンバーのタイプに応じた、具体的な仕事の依頼方法が分かる！

行動タイプに応じた「適切な」コミュニケーションを体得いただきます。
□ 部下が学習し、自ら行動できるようになる！

自発的な行動を促し、成長に結びつける動機づけの方法を学びます。

■ 対　象
●指示の伝え方に悩む管理職・リーダーの方
●チームの生産性を向上させたい管理職・リーダーの方
●部下・メンバーを理解し、意思疎通したいと感じている管理職・リーダーの方

各種検索サイトで
セミナーID

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。 ※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

※プログラム内容に関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）1955　【e-mail】kaisou@jma.or.jp ※申込みに関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）6271　【e-mail】seminar@jma.or.jp

１日

10:00

時間

17:00

1. アンガーマネジメントとは
～怒ってはいけないということではなく、怒りと上手に付き合うための心理トレーニング
•「アンガーマネジメントとは」を理解する

2. 「怒り」を理解する ■ワーク
•実は理解できていない「怒り」という感情
•問題となる怒りとは

※自身の強度・持続性・頻度・攻撃性は？
•大きな怒りとなる要因とは

3. アンガーマネジメントに取り組もう ■ワーク
•怒りの記録をつける ～そのメリットとは

4. 衝動のコントロール ■ワーク
•怒りに任せた衝動的な行動をしないために
•怒りを数値化する

5. 思考のコントロール ■ワーク
•怒る必要のあること、ないことを見極める
•怒りの元になる「べき」をうまく扱えるようになる
•価値観に相違ある相手にどう対応するか

6. 行動のコントロール ■ワーク
•無駄な怒りに振り回されず、解決志向を元に適切な行動の選択ができる

7. アンガーマネジメント診断解説
•診断テストで自身の怒りの傾向を知る

8. 良好な関係を築くために ■ワーク
•叱る目的は何か　　 •相手の成長につながる叱り方とは
•「怒り」を適切に表現するためのポイント •言ってはいけないNGワードとは
•心の中での向き合い方も振り返る

9. まとめ
～怒りの連鎖を断ち切るために

 ◆ 事前診断のお願い ◆
※受講一週間までにアンガーマネジメントWEB診断をご受診いただきます。

※事前受診

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。
※テキストを一部抜粋し掲載しております。一般社団法人日本能率協会に帰属します。　※無断複写・転載を禁ず。

■講　師 村田 陽子
有限会社ビーイングサポート・マナ
代表取締役
保健師、公認心理師、看護師、
健康経営エキスパートアドバイザー
パーソナルコーチ

■講　師 宮本 剛志
アドット・コミュニケーション株式会社
パートナー講師

■講　師 船橋 正美
一般社団法人日本能率協会
経営・人材革新センター 専任講師

■講　師 石丸 健一
株式会社iAround 代表
中小企業診断士
国際コーチ連盟(ICF)
認定マスターコーチ
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